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１. 四半期業績の概況の作成に係る事項
　　 ①売上高等の会計処理の方法の最近連結会計年度 ：　有 ※減価償却費や法人税等の計上など、一部
　　   における認識の方法との相違の有無   簡便的な方法を採用しております。
   　②連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：　有 (連結：新規1社）

２. 平成17年3月期第３四半期業績の概況（平成 16年 4月 1日 ～ 平成 16年12月31日）
　○経営成績（連結）の進捗状況 （注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

17年 3月期第３四半期 208,391 11.2 19,593 - 16,964 - 10,296 -
16年 3月期第３四半期 187,361 - - - - - - -
（参考）16年3月期 251,116 21,451 17,610 10,554

  

円 銭 円 銭

17年 3月期第３四半期 21.14 -
16年 3月期第３四半期 - -
（参考）16年3月期 21.70 21.69

（注） 1.売上高におけるパーセント表示は、対前年第３四半期増減率であります。
2.売上高以外の項目につきましては、当第１四半期より開示を行っておりますので、

  前年第３四半期及び対前年第３四半期増減率は記載しておりません。

　○セグメント別連結売上高

百万円 百万円
有機系素材事業 86,011 72,751
無機系素材事業 35,255 35,471
電子材料事業 22,389 19,718
機能・加工製品事業 44,285 39,857
その他事業 20,448 19,563
全社計 208,391 187,361

※なお、平成16年6月29日付で、電気・電子、磁気、半導体、光関連製品を中心とする電子材料事業の更なる拡大を目指し
 「電子材料事業本部」を新設する等、各事業部門の機構改革と研究開発体制の再編を行ったことに伴い、下記の事業区分
  に変更しております。

事 業 区 分
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ樹脂、ABS樹脂、ｽﾁﾚﾝﾓﾉﾏｰ、

有機系素材事業 酢酸、酢ﾋﾞ、ｸﾘｱﾚﾝ、耐熱・透明樹脂、
ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ、ｱｾﾁﾚﾝﾌﾞﾗｯｸ　ほか
肥料、ｶｰﾊﾞｲﾄﾞ、耐火物、セメント
特殊混和材　ほか
溶融シリカ、電子回路基板、ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ、
電子包装材料　ほか
食品包装材料、ﾜｸﾁﾝ、関節機能改善剤、
診断薬　ほか

その他事業 ﾌﾟﾗﾝﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ　ほか

機能・加工製品事業

主  要  製  品          

16年3月期
第３四半期

無機系素材事業

電子材料事業

１ 株 当 た り四半
期（当期）純利益

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

17年3月期
第３四半期

四半期（当期）純利益経  常  利  益営  業  利  益売    上    高
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[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報]
  当第3四半期のわが国経済は、輸出や設備投資の増加に加え、個人消費も回復基調が見られるなど景気は堅調
に推移しましたが、円高や原油価格の高止まり、また昨年末よりIT関連の一部に在庫調整の動きが見られるなど、
景気の先行きに対する不透明感が高まっております。
　このような状況のもと、当社グループは業容の拡大と収益の確保に努めました結果、当第3四半期の売上高は
208,391百万円、営業利益は19,593百万円、経常利益は16,964百万円、当期純利益は10,296百万円となりました。

　有機系素材事業では、スチレンモノマーは定修の影響もあり、販売数量は減少しましたが、原料コストの高騰
を受けて販売価格は国内外とも大幅に上昇したことから、増収となりました。子会社デンカシンガポールP.L.の
ポリスチレン樹脂は堅調に推移いたしました。機能性樹脂は国内外とも、透明ポリマー、特殊樹脂“クリアレン”
を中心に販売数量を伸ばした結果、大幅な増収となりました。クロロプレンゴムは、自動車用途関連や接着剤用
途を中心に国内外ともに販売数量が増加しました。
　無機系素材事業では、鉄鋼メーカーの生産増に伴い耐火物は増収となりましたが、特殊混和材は公共投資等、
全般的な工事量の減少により低調に推移しました。
　電子材料事業では、ＩＴ関連需要が期を通じては総じて順調であったことから電子部材や機能性セラミックス
が好調に販売数量を伸ばしました。
　機能・加工製品事業では、包装資材はＯＰＳ（ニ軸延伸ポリスチレンシート）が順調に販売数量を伸ばし増収
となりました。医薬におきましては、関節機能改善剤“スベニール”は前年同期に第二期増産工事の実施に伴い
製造を休止していましたが、当期は通常操業に復したことから大幅な増収となりました。また子会社デンカ生研
もインフルエンザワクチンが需要増に伴う増産体制が整ったことから増収となりました。
　その他の事業はエンジニアリング子会社の受注や商社の販売が堅調に増加しました。

３. 平成17年3月期の業績予想（ 平成 16年 4月 1日  ～  平成 17年 3月 31日 ）
　概ね計画通りに推移しており、平成16年11月8日発表の業績予想から修正しておりません。
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